
　
令
和
の
日
本
型
教
育
で
は
、
急
激
に
変
化
す
る
時

代
の
中
で
、
多
様
な
人
々
と
協
働
し
な
が
ら
様
々
な

社
会
的
変
化
を
乗
り
越
え
、
豊
か
な
人
生
を
切
り
拓

き
、
持
続
可
能
な
社
会
の
創
り
手
と
な
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
そ
の
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
お
り
、
特
別
活
動
の
果
た
す
役
割
は
と

て
も
大
き
な
も
の
で
す
。

　
特
に
、
毎
日
の
学
級
活
動
を
通
し
て
、
生
徒
同
士

が
「
自
分
た
ち
で
話
し
合
い
、
決
め
て
、
実
践
す
る
」

経
験
を
積
み
重
ね
る
こ
と
で
、
よ
り
よ
い
集
団
生
活

や
人
間
関
係
を
築
い
て
い
く
力
が
大
き
く
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
小
学
校
か
ら
の
土
台
を
も
と
に
、
中
学
校
で
も
継

続
し
た
実
践
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
で
、
よ
り
よ

い
人
間
関
係
を
形
成
し
、学
級
集
団
の
力
を
伸
ば
し
、

連
帯
感
や
達
成
感
、
自
己
有
用
感
、
自
己
肯
定
感
を

育
ま
せ
る
こ
と
の
で
き
る
大
き
な
機
会
と
な
り
ま

す
。
今
回
は
、
中
学
校
に
お
け
る
学
級
会
の
学
習
過

程
に
つ
い
て
２
回
に
分
け
て
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
学
級
活
動
の
実
践
に
は
、
一
連
の
流
れ
が
あ
り
ま

す
。
問
題
の
発
見
・
確
認
か
ら
議
題
や
提
案
理
由
の

設
定
、代
表
者
会
で
の
リ
ー
ダ
ー
へ
の
事
前
の
指
導
、

そ
し
て
学
級
会
本
番
で
の
解
決
方
法
等
の
話
合
い
活

動
に
お
け
る
集
団
で
の
合
意
形
成
、
そ
の
後
の
決
め

た
こ
と
の
実
践
・
振
り
返
り
と
、Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク

ル
を
繰
り
返
し
な
が
ら
学
級
集
団
の
成
長
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

そんな先生方に、秀学社の特別活動通信シリーズをお届けします。

●生徒の主体性を育てたい！
●集団づくりがうまくなりたい！
●特別活動の授業のアイデアを広げたい！

生徒一人一人が、「人と関わり合うことが楽しい」と思える
学級活動を目指して
～中学校での学級会の実践を広げ、深めていきましょう～
【前編】「事前準備を生徒と共に楽しむことが大切」 東村山市立東村山第五中学校
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学
級
会
の
運
営
に
は
、
事
前
の
準
備
や
指
導
が
欠
か
せ
ま

せ
ん
。
共
同
の
問
題
を
選
定
す
る
た
め
に
、
事
前
ア
ン
ケ
ー

ト
を
取
り
、
代
表
者
会
議
で
集
約
を
行
い
、
学
級
目
標
の
実

現
度
、
学
級
の
よ
さ
や
課
題
等
を
分
析
し
、
問
題
の
発
見
を

行
い
ま
す
。ま
た
、議
題
箱
を
通
し
て
個
人
の
意
見
を
集
め
、

生
活
上
の
課
題
を
把
握
し
ま
す
。

　
学
級
の
全
員
で
話
し
合
う
べ
き
問
題
か
ど
う
か
を
考
え
、

議
題
を
選
定
し
ま
す
。学
級
生
活
が
も
っ
と
よ
く
な
る
こ
と
、

学
級
集
団
で
行
い
た
い
こ
と
、
創
意
工
夫
し
て
つ
く
り
た
い

も
の
な
ど
、
生
活
の
中
か
ら
、
自
分
た
ち
で
解
決
で
き
る
問

題
を
見
つ
け
ま
す
。

　
司
会
グ
ル
ー
プ
を
は
じ
め
と
す
る
代
表
生
徒
へ
の
主
な
準

備
指
導
と
し
て
は
、
議
題
や
提
案
理
由
を
具
体
的
な
内
容
に

す
る
、
話
合
い
活
動
の
内
容
や
進
行
の
役
割
分
担
、
合
意
形

成
の
た
め
の
段
取
り
の
確
認
な
ど
を
行
い
、
生
徒
の
活
動
を

支
援
し
ま
す
。

　
教
師
も
生
徒
も
多
忙
な
中
、
事
前
準
備
の
時
間
確
保
が
悩

み
の
種
だ
と
思
い
ま
す
。
一
人
一
台
の
学
習
者
用
端
末
を
活

用
し
、「
オ
ン
ラ
イ
ン
で
共
同
編
集
」
を
行
っ
た
り
、
昼
休

み
時
間
等
に
教
室
で
「
開
か
れ
た
代
表
者
会
」
を
行
い
、
周

り
の
生
徒
た
ち
に
も
興
味
・
関
心
を
も
っ
て
も
ら
う
等
の
指

導
の
工
夫
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
決
定
し
た
議
題
や
提
案
理
由
に
つ
い
て
は
、
事

前
に
伝
え
た
り
、
学
級
活
動
コ
ー
ナ
ー
に
掲
示
す
る
等
、

議
題
に
対
す
る
意
識
を
高
め
さ
せ
る
工
夫
を
行
い
ま
す
。

リ
ー
ダ
ー
の
生
徒
た
ち
が
自
分
た
ち
の
言
葉
や
力
で
学
級

活
動
を
進
め
て
い
け
る
よ
う
に
指
導
す
る
こ
と
で
、
学
級

集
団
の
力
が
高
ま
り
、
生
徒
同
士
の
人
間
関
係
形
成
能
力

や
自
治
的
能
力
を
高
め
る
た
め
の
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
に
な

り
ま
す
。

　
議
題
の
選
定
と
と
も
に
、
提
案
理
由
が
大
き
な
意
味
を

も
っ
て
き
ま
す
。
何
の
た
め
に
こ
の
学
級
会
を
行
い
た
い

の
か
と
い
う
思
い
が
、提
案
者
、学
級
委
員
や
実
行
委
員
、

班
長
な
ど
の
リ
ー
ダ
ー
生
徒
だ
け
で
な
く
、
学
級
集
団
全

体
で
の
共
通
理
解
や
、
ね
ら
い
の
具
体
化
、
話
合
い
の
焦

点
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

事
前
準
備
を
共
に
楽
し
み
な
が
ら 

ひ
と
工
夫
を

３

■秀学社は中学校の特活教材を発行しております。本紙や教材についてご質問、ご要望が
ございましたら、弊社webページ「お問い合わせフォーム」までお知らせください。 秀学社HP

https://www.shugakusha.co.jp/

　　　　 　限られた時間の中での事前指導。生徒と教師で楽しみながら取り組んでいけることが大切
です。「なすことによって学ぶ」という特別活動の方法原理に基づき、適切な指導の下、生徒同士に
よる活動を信じ、任せてみてください。学級会を積み重ねるごとに、生徒たちが着実に成長していく
姿を実感できると思います。生徒の新たな一面や光る姿を教師自身も発見でき、感動できる瞬間を共
有することができます。特別活動の面白さをぜひ味わっていきましょう。本紙を通して、特別活動の
魅力を少しでもお伝えできれば幸いです。

最後に最後に
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